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七
三

　
　

は
じ
め
に

本
稿
の
筆
者
は
、
文
学
部
国
文
学
科
の
「
国
文
学
特
殊
講
義　

日
本
漢
文
学
」

と
い
う
科
目
を
数
年
来
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
毎
年
度
後
期
に
は
日
本
に

お
け
る
『
水
滸
伝
』
の
受
容
を
扱
っ
て
き
た
。
も
と
よ
り
中
国
文
学
の
門
外
漢
で

あ
り
、
担
当
科
目
も
明
清
代
の
白
話
小
説
の
講
読
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
、『
水
滸
伝
』
の
本
文
は
主
に
文
庫
本
の
日
本
語
訳
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
訳
注
の
な
か
に
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
点
が
見
出
さ
れ
た
た
め
、
浅
学
を
顧
み
ず
、

こ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
の
が
本
稿
で
あ
る
。

　
　

一

問
題
の
個
所
は
『
水
滸
伝
』
の
結
末
に
位
置
す
る
が
、
そ
の
文
脈
を
理
解
す
る

た
め
に
、
ま
ず
は
作
品
全
体
と
し
て
語
る
と
こ
ろ
を
お
お
よ
そ
捉
え
て
い
き
た
い
。

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈

From
 Chapter 100 of the 100-chapter edition of the W

ater M
argin ( Shuihuzhuan 

水
滸
伝), interpretation of the oath Taizong 

m
ade w

hen he succeeded to the im
perial throne of Taizu

中
　
　
野
　
　
謙
　
　
一

N
A
K
A
N
O
 K
en'ichi

キ
ー
ワ
ー
ド
：
水
滸
伝
・
宋
江
・
太
祖
誓
碑

『
水
滸
伝
』
百
回
本
は
、
十
六
世
紀
前
半
、
明
の
嘉
靖
年
間
ま
で
に
成
立
し
て
い

た
と
さ
れ
る（
1
）。
百
二
十
回
本
や
七
十
回
本
は
後
出
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
本

稿
で
は
専
ら
百
回
本
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
た
だ
し
、
百
回
本
と
一
致
す
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
百
二
十
回
本
に
関
す
る
言
及
を
参
照
す
る
こ
と
が
あ
る
。

高
島
俊
男
氏
に
よ
れ
ば
、『
水
滸
伝
』
を
作
っ
た
の
は
「
文
人
知
識
人
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
」
で
あ
り
、
筆
力
の
ま
ち
ま
ち
な
何
名
か
が
分
担
し
書
き
継
い
で
い
っ
た

の
だ
と
い
う（
2
）。
そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
執
筆
開
始
の
時
点
で
「
梁
山
泊
強

盗
集
団
の
生
成
、
発
展
、
潰
滅
と
い
う
全
体
的
な
プ
ロ
ッ
ト
を
持
つ
長
篇
小
説
」

の
構
想
は
存
在
し
た
と
い
う
か
ら
、
統
一
あ
る
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
は
可
能
な

は
ず
で
あ
る
。

日
本
で
最
初
に
『
水
滸
伝
』
の
本
格
的
作
品
論
を
展
開
し
た
の
は
、
曲
亭
馬
琴

で
あ
ろ
う
。
馬
琴
は
『
水
滸
伝
』
の
続
編
た
る
『
水
滸
後
伝
』
を
批
評
し
た
『
半

間
窓
談
』（
一
八
三
一
年
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
3
）。
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四

･･････

抑
水
滸
傳
に
三
等
の
深
意
あ
り
、
宋
江
を
は
じ
め
と
し
て
、
百
八
名

の
好
漢
等
、
初メ
各
々
生ナ
リ

出イ
デ

て
、
そ
の
身
〳
〵
に
事
あ
る
ま
で
は
、
み
な
一
般

の
善
人
な
り
、
既
に
事
あ
る
に
及
び
て
、
梁
山
泊
に
落
草
せ
し
も
の
、
文
弱

な
る
も
、
奸
智
殘
忍
、
勇
悍
な
る
は
、
不
仁
暴
行
、
一
箇
も
惡
魔
に
似
ざ
る

は
な
し
、
便
ス
ナ
ハ
チ是
レ石
碣
魔
君
を
走
ら
せ
し
、
應
報
に
緣ヨ

る
も
の
に
し
て
、
宋

江
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
魔
行
な
き
こ
と
を
得
ざ
る
也
、
又
か
の
替テ㆑

天ニ
行フ㆑

道ヲ
な
ど
い
ふ
こ
と
も
、
皆
是
魔
心
の
誇コ

言ゲ
ン

也
、
必
し
も
信
す
べ
か
ら
ず
、
か

く
て
石
碣
天
降
り
て
、
か
れ
ら
が
過
世
の
業
因
を
、
料
ら
ず
解
脫
せ
し
に
よ

り
、そ
の
面
目
を
改
め
て
、忠
臣
義
士
に
な
れ
る
也
、か
ゝ
れ
ば
一
百
八
人
に
、

初
善
中
惡
後
忠
の
三
等
あ
り
、 

 
 

 
  （

評
六
）

梁
山
泊
集
団
の
生
成
段
階
で
は
、「
一
般
の
善
人
」
で
あ
っ
た
好
漢
が
、
何
ら
か

の
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
て
盗
賊
に
身
を
落
と
す
話
が
多
い
。
発
展
段
階
で
は
、
如

何
に
「
替
天
行
道
」
を
唱
え
よ
う
と
も
、彼
ら
は
盗
賊
を
業
と
し
悪
事
を
厭
わ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
石
碣
が
天
か
ら
降
さ
れ
た
後
は
、「
各
人
存
心
不
仁
，
削
絕
大
義（
4
）」
す

る
こ
と
な
き
を
固
く
誓
い
、「
共
存
忠
義
于
心
，
同
著
功
勳
于
國
」
を
願
う
の
で
あ

る
（
第
七
十
一
回
）。

も
ち
ろ
ん
、「
初
善
中
惡
後
忠（
5
）」
と
い
う
捉
え
か
た
で
百
八
名
す
べ
て
を
説
明
し

よ
う
と
す
れ
ば
、相
当
無
理
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
「
初
善
中
惡
」
は
、

史
進
・
魯
智
深
・
林
冲
ら
、
比
較
的
早
い
回
か
ら
登
場
す
る
主
立
っ
た
好
漢
に
は

あ
て
は
ま
り
そ
う
だ
が
、
地
煞
星
七
十
二
名
の
な
か
に
は
、
初
登
場
が
山
賊
で
「
初

善
」
の
み
え
な
い
者
や
、
一
貫
し
て
積
極
的
に
は
悪
事
を
は
た
ら
か
な
い
特
殊
技

能
者
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
不
可
解
と
さ
れ
る
宋
江
の
人
物

像
に
つ
い
て
、
馬
琴
が
あ
く
ま
で
『
水
滸
伝
』
本
来
の
構
想
に
よ
る
も
の
と
し
て

説
明
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
よ
う
な
立
場
で
は
あ
ま
り
考
え
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

高
島
氏
は
、
宋
江
を
「
腕
も
立
た
ぬ
し
頭
も
悪
い
」、「
卑
劣
陰
険
」、「
背
が
低

く
て
ふ
と
っ
て
色
が
黒
く
、
さ
っ
ぱ
り
風
采
の
あ
が
ら
ぬ
男
」
な
ど
と
評
し
た
う

え
で
、「
宋
江
が
総
大
将
た
る
ゆ
え
ん
は
、
現
在
あ
る
小
説
水
滸
伝
の
な
か
に
で
は

な
く
て
、
何
百
年
の
水
滸
伝
成
立
史
の
な
か
に
、
さ
ら
に
そ
の
成
立
史
の
劈
頭
に

あ
る
、
史
上
実
在
の
盗
賊
宋
江
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る（
6
）。
佐
竹
靖

彦
氏
も
ほ
ぼ
同
様
で
、「
英
雄
豪
傑
ら
し
い
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い
」、「
水
滸
伝

に
お
け
る
宋
江
の
人
格
が
不
可
解
で
あ
り
、
分
裂
し
て
い
る
の
は
（
中
略
）
水
滸

伝
の
成
立
の
過
程
そ
の
も
の
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
7
）。
い

ず
れ
も
、
宋
江
を
梁
山
泊
の
首
領
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
人
物
と
み
て
、
そ
れ
が
豪

傑
た
ち
の
上
に
立
つ
理
由
を
『
水
滸
伝
』
の
成
立
過
程
、
つ
ま
り
作
品
の
外
に
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
で
も
、
井
波
律
子
氏（
8
）が
、「〈
及
時
雨
（
時
に
か
な
っ
た
慈
雨
）〉
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、義
俠
心
に
富
み
、も
と
も
と
江
湖
（
渡
世
、遊
俠
社
会
）
で
評
判
が
高
」

い
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、「
そ
の
実
、
宋
江
は
反
逆
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し
く
も
な

く
、
風
采
が
あ
が
ら
な
い
う
え
、
個
人
的
武
勇
も
今
一
つ
」
と
い
う
の
は
、
高
島

氏
の
見
解
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
宋
江
の
短
所
ば
か
り
に
目

を
向
け
て
き
た
の
は
、「
水
滸
伝
を
読
ん
で
宋
江
を
理
解
し
か
れ
に
共
感
を
示
す
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
ろ
う（
9
）」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
現
代
の
読
者
の
感

覚
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。『
水
滸
伝
』
の
描
こ
う
と
す
る
宋
江

に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　

二
眼
如
丹
鳳
，眉
似
臥
蠶
。
滴
溜
溜
兩
耳
垂
珠
，明
皎
皎
雙
睛
點
漆
。
脣
方
口
正
，

髭
鬚
地
閣
輕
盈
;
額
闊
頂
平
，
皮
肉
天
倉
飽
滿
。
坐
定
時
渾
如
虎
相
，
走
動
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七
五

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

時
有
若
狼
形
。
年
及
三
旬
，
有
養
濟
萬
人
之
度
量
;
身
軀
六
尺
，
懷
掃
除
四

海
之
心
機
。
上
應
星
魁
，
感
乾
坤
之
秀
氣
;
下
臨
凡
世
，
聚
山
嶽
之
降
靈
。

志
氣
軒
昂
，
胸
襟
秀
麗
。
刀
筆
敢
欺
蕭
相
國
，
聲
名
不
讓
孟
嘗
君
。

（
第
十
八
回
）

右
は
宋
江
の
初
登
場
の
場
面
で
、
そ
の
人
物
像
を
描
い
た
美
文
で
あ
る
。
ま
ず

人
相
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
演
義
』
巻
之
一
「
祭
天
地
桃
園
結
義
」
に
「
丹
鳳
眼
，

臥
蠶
眉）
10
（

」
と
み
え
る
関
羽
を
思
わ
せ
る
表
現
を
は
じ
め
、容
與
堂
本
眉
批
が
「
太
諛
」

（
お
べ
ん
ち
ゃ
ら
が
過
ぎ
る）
11
（

）
と
い
う
ほ
ど
立
派
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

外
に
は
虎
や
狼
の
ご
と
き
威
容
、
内
に
は
広
い
度
量
と
遠
大
な
は
か
り
ご
と
を
有

し
、
天
魁
星
に
応
ず
る
存
在
で
あ
る
と
い
い
、
後
の
活
躍
を
予
告
す
る
。
さ
ら
に
、

意
気
は
高
く
性
質
は
麗
し
く
、
胥
吏
と
し
て
の
能
力
に
す
ぐ
れ
、
名
声
を
世
に
知

ら
れ
た
人
物
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
直
後
の
地
の
文
に
「
面
黑
身
矮
」
と
あ
る
よ
う
に
、
決
し
て
容
姿
に

め
ぐ
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、「
身
軀
六
尺
」と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い）
12
（

。『
水
滸
伝
』

に
は
、
武
大
郎
の
よ
う
に
「
身
不
滿
五
尺
」（
第
二
十
四
回
）、
郷
里
の
人
々
か
ら

バ
カ
に
さ
れ
る
者
も
み
え
る
が
、
色
男
と
さ
れ
る
燕
青
も
「
六
尺
以
上
身
材
」（
第

六
十
一
回
）、
宋
江
と
大
差
の
な
い
身
長
で
あ
る
。
色
黒
は
と
も
か
く
、
身
長
の
方

は
さ
ほ
ど
欠
点
と
は
い
え
な
い
。
要
す
る
に
、
容
姿
に
多
少
難
が
あ
ろ
う
と
も
バ

カ
に
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
堂
々
た
る
人
物
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

虎
狼
に
喩
え
ら
れ
る
点
は
、
地
の
文
に
「
愛
習
鎗
棒
，
學
得
武
藝
多
般
」
と
い

う
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
宋
江
の
武
芸
に
つ
い
て
は
、
実
戦
で
発
揮

さ
れ
る
場
面
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
孔
明
・
孔
亮
を
「
因
他
兩
個
好
習
鎗
棒
，
却

是
我
點
撥
他
些
個
，
以
此
叫
我
做
師
父
」（
第
三
十
二
回
）
と
武
松
に
紹
介
し
て
い

る
か
ら
、
少
な
く
と
も
人
に
教
え
る
ほ
ど
の
腕
前
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
閻
婆

惜
殺
害
に
い
た
る
話
で
も
、「
原
來
宋
江
是
箇
好
漢
，
只
愛
學
使
鎗
棒
，
於
女
色
上

不
十
分
要
緊
」「
勇
烈
大
丈
夫
，爲
女
色
的
手
段
却
不
會
」（
第
二
十
一
回
）
と
い
っ

た
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
武
を
愛
す
る
好
漢
と
い
う
人
物
像
は
あ

る
程
度
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
人
的
武
勇
を
ふ
る
う
機
会
が
な
い
の
は
、

特
に
弱
い
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
物
語
上
の
都
合
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
島
氏
が
「
一
番
上
に
は
、
な
ん
と
な
く
茫
洋
と
し
た
の

が
い
て
、
当
人
自
身
は
あ
ま
り
何
も
で
き
ず
、
実
際
の
仕
事
は
配
下
の
強
い
の
や

か
し
こ
い
の
が
テ
キ
パ
キ
と
や
る
こ
と
に
し
た
ほ
う
が
話
が
お
も
し
ろ
く
な
る
わ

け
だ）
13
（

」
と
説
明
す
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
三
国
志
演
義
』
の
劉
備
や
『
西

遊
記
』
の
三
蔵
法
師
が
「
す
く
な
く
と
も
善
良
な
人
物
で
あ
り
、ま
た
風
采
は
り
っ

ぱ
で
あ
る
」
の
に
対
し
て
、「
宋
江
の
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
す
ら
な
い
の
で
あ
る
」

と
い
う
点
に
は
従
え
な
い
。
や
は
り
『
水
滸
伝
』
も
、
宋
江
を
善
良
か
つ
堂
々
た

る
人
物
に
描
い
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
前
掲
の
美
文
に
「
志
氣
軒
昂
，

胸
襟
秀
麗
」
と
み
え
る
の
は
、
地
の
文
の
「
于
家
大
孝
，
爲
人
仗
義
疏
財
」
と
対

応
す
る
が
、
多
々
あ
げ
ら
れ
る
宋
江
の
長
所
の
な
か
で
も
、
作
品
世
界
に
お
い
て

特
に
重
要
な
の
が
「
孝
」
と
「
義
」
で
あ
る
。

宋
江
の
「
孝
」
な
る
様
子
が
描
か
れ
た
最
初
の
場
面
を
引
い
て
み
よ
う
。

宋
江
讀
罷
，
叫
聲
苦
，
不
知
高
低
，
自
把
胸
脯
捶
將
起
來
，
自
罵
道
‥「
不

孝
逆
子
，
做
下
非
爲
，
老
父
身
亡
，
不
能
盡
人
子
之
道
，
畜
生
何
異
！
」
自

把
頭
去
壁
上
磕
撞
，
大
哭
起
來
。
燕
順
、
石
勇
抱
住
。
宋
江
哭
得
昏
迷
，
半

晌
方
纔
甦
醒
。 

 
 

 

　

  （
第
三
十
五
回
）

青
州
清
風
山
に
集
っ
た
宋
江
ら
が
梁
山
泊
へ
合
流
す
べ
く
向
か
う
途
中
、
父
・

宋
太
公
の
死
を
偽
っ
て
帰
還
を
求
め
る
弟
宋
清
の
手
紙
を
読
み
、
宋
江
は
自
ら
の

不
孝
を
責
め
て
気
を
失
う
ま
で
に
激
し
く
慟
哭
す
る
。
そ
し
て
、
燕
順
が
「
太
公

既
已
歿
了
，
便
到
家
時
，
也
不
得
見
了
」
と
な
だ
め
る
の
も
聞
か
ず
、「
既
是
天
敎
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我
知
了
，
正
是
度
日
如
年
。
燒
眉
之
急
，
我
馬
也
不
要
，
從
人
也
不
帶
一
個
，
連

夜
自
趕
回
家
」
と
言
っ
て
飛
ぶ
よ
う
に
立
ち
去
る
の
で
あ
る
。

宋
江
が
山
賊
に
身
を
落
と
す
こ
と
を
恐
れ
、
策
を
用
い
て
呼
び
返
し
た
宋
太
公

は
、
江
州
へ
配
流
さ
れ
る
宋
江
に
対
し
、「
你
如
今
此
去
，
正
從
梁
山
泊
過
，
倘
或

他
們
下
山
來
刼
奪
你
入
夥
，
切
不
可
依
隨
他
，
敎
人
罵
做
不
忠
不
孝
。
此
一
節
牢

記
於
心
」（
第
三
十
六
回
）
と
梁
山
泊
入
り
を
固
く
戒
め
る
。「
孝
」
な
る
宋
江
は
、

晁
蓋
に
強
引
に
山
へ
迎
え
ら
れ
て
も
、「
如
哥
哥
不
肯
放
宋
江
下
山
，
情
願
只
就
兄

長
手
裏
乞
死
！
」
と
言
い
、
死
ん
で
も
父
の
教
え
に
従
お
う
と
す
る
。
結
局
、
江

州
で
処
刑
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
梁
山
泊
の
一
行
に
救
出
さ
れ
て
仲
間
入
り
は
す
る
が
、

そ
の
後
も
「
若
爲
父
親
，
死
而
無
怨
」（
第
四
十
二
回
）
と
言
っ
て
命
が
け
で
父
を

迎
え
に
行
こ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
宋
江
は
、『
水
滸
伝
』
の
少
な
く
と
も
前
半

に
お
い
て
は
、
一
貫
し
て
「
孝
」
な
る
人
物
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

宋
江
の
江
州
配
流
か
ら
梁
山
泊
一
行
の
帰
還
ま
で
の
間
に
、
新
た
に
戴
宗
・
李
逵

ら
十
八
名
の
好
漢
が
登
場
し
、い
ず
れ
も
仲
間
入
り
し
て
い
る
か
ら
、宋
江
の
「
孝
」

が
物
語
の
展
開
に
お
い
て
果
た
す
役
割
の
大
き
い
こ
と
も
わ
か
る
。

そ
し
て
、
入
山
以
降
の
宋
江
が
ひ
た
す
ら
招
安
を
願
う
の
は
、
賊
徒
を
「
不
忠

不
孝
」
と
み
な
す
父
に
対
し
て
「
孝
」
を
尽
く
す
た
め
と
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

国
家
に
対
す
る
「
忠
義
」
を
唱
え
る
の
も
、
彼
の
「
孝
」
よ
り
発
し
た
こ
と
と
説

明
で
き
よ
う
。
招
安
を
受
け
た
後
、宋
太
公
は
「
再
回
鄆
城
縣
宋
家
村
，復
爲
良
民
」

（
第
八
十
三
回
）
し
、亡
く
な
る
と
「
衣
錦
還
郷
」（
第
九
十
九
回
）
し
た
宋
江
に
よ
っ

て
手
厚
く
葬
ら
れ
る
。
さ
ら
に
宋
江
自
身
が
「
忠
義
」
を
全
う
し
て
最
期
を
遂
げ

る
こ
と
で
、「
孝
」
の
物
語
は
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

宋
江
の
「
義
」
に
つ
い
て
は
、
作
中
で
「
孝
」
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
宮

崎
市
定
氏
が
「
大
い
に
義
俠
心
が
深
く
て
、
天
下
に
そ
の
名
が
知
れ
わ
た
り
、
ど

ん
な
あ
ば
れ
者
で
も
、
宋
江
の
名
を
聞
け
ば
、
ひ
た
す
ら
恐
れ
い
っ
て
そ
の
前
に

ひ
れ
伏
す
ほ
ど）
14
（

」
と
述
べ
る
と
お
り
だ
が
、「
そ
の
義
俠
心
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と

見
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
貧
乏
人
に
は
金
銭
を
め
ぐ
み
、
博
奕
打
ち
か
ら
金
を
何
べ
ん

た
か
ら
れ
て
も
怒
ら
な
い
く
ら
い
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
」
と
軽
く
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

平
生
只
好
結
識
江
湖
上
好
漢
，但
有
人
來
投
奔
他
的
，若
高
若
低
，無
有
不
納
，

便
留
在
莊
上
館
穀
，
終
日
追
陪
，
並
無
厭
倦
；
若
要
起
身
，
盡
力
資
助
，
端

的
是
揮
霍
，
視
金
似
土
。
人
問
他
求
錢
物
，
亦
不
推
托
。
且
好
做
方
便
，
每

每
排
難
解
紛
，
只
是
賙
全
人
性
命
。
如
常
散
施
棺
材
藥
餌
，
濟
人
貧
苦
，
賙

人
之
急
，
扶
人
之
困
，
以
此
山
東
、
河
北
聞
名
，
都
稱
他
做
及
時
雨
，
却
把

他
比
的
做
天
上
下
的
及
時
雨
一
般
，能
救
萬
物
。　　
　
　
　
　

 （
第
十
八
回
）

右
に
「
但
有
人
來
投
奔
他
的
，
若
高
若
低
，
無
有
不
納
」
云
々
と
い
う
の
は
、

前
掲
の
美
文
に
あ
っ
た
「
聲
名
不
讓
孟
嘗
君
」
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
豪
農
の

子
に
す
ぎ
な
い
宋
江
の
財
力
は
、「
食
客
數
千
人
」（『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝
）
を
養
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
孟
嘗
君
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
は
ず
だ
が
、
身
を
寄
せ
て
く
る
者

が
あ
れ
ば
誰
で
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、

比
類
な
き
名
声
を
得
た
と
解
し
う
る
。
加
え
て
、金
を
惜
し
み
な
く
人
助
け
に
使
っ

た
と
い
う
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
物
語
中
の
場
面
に
大
し
た
話
が
な

い
と
し
て
も
、
直
接
描
か
れ
な
い
宋
江
の
善
行
が
登
場
以
前
に
多
々
あ
っ
た
が
た

め
に
、
こ
れ
ほ
ど
評
判
が
高
か
っ
た
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

物
語
中
に
も
、
宋
江
の
「
義
」
が
あ
ら
わ
れ
る
場
面
は
も
ち
ろ
ん
存
在
す
る
。

宋
江
聽
罷
，
吃
了
一
驚
，
肚
裏
尋
思
道
‥「
晁
蓋
是
我
心
腹
弟
兄
，
他
如
今

犯
了
迷
天
之
罪
，
我
不
救
他
時
，
捕
獲
將
去
，
性
命
便
休
了
。」
心
內
自
慌
。

（
第
十
八
回
）
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『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

緝
捕
の
何
濤
か
ら
話
を
聞
き
、
兄
弟
分
で
あ
る
晁
蓋
の
危
急
を
知
っ
た
宋
江
は
、

慌
て
な
が
ら
も
命
を
救
お
う
と
思
案
す
る
。
そ
し
て
、
何
濤
を
待
た
せ
て
時
を
稼

い
で
い
る
間
に
、
晁
蓋
の
屋
敷
へ
馬
を
飛
ば
す
の
で
あ
る
。
自
ら
も
巻
き
添
え
に

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
行
動
で
、
晁
蓋
に
「
我
捨
着
條
性
命
來

救
你
」
と
告
げ
る
の
も
決
し
て
大
袈
裟
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
一
件
が
物
語
全

体
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
説
明
を
要
し
な
い

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
宋
江
が
「
卑
劣
陰
険
」
と
さ
れ
る
場
面
に
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
高
島

氏
は
、「
宋
江
の
行
為
の
な
か
で
最
も
き
た
な
い
、
水
滸
伝
読
者
の
誰
も
が
唾
棄
す

る
の
は
、
第
五
十
一
回
、
朱
仝
を
仲
間
に
ひ
っ
ぱ
り
こ
む
た
め
に
、
四
歳
の
男
の

子
を
殺
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
残
忍
で
救
い
の
な
い

話
な
の
だ
が
、
当
の
朱
仝
の
反
応
を
み
る
か
ぎ
り
、
ど
う
や
ら
好
漢
た
ち
の
論
理

に
お
い
て
は
、
宋
江
の
行
為
は
さ
ほ
ど
と
が
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。

柴
進
道
‥「･･････

宋
公
明
，
寫
一
封
密
書
，
令
吳
學
究
、
雷
橫
、
黑
旋
風

俱
在
敝
莊
安
歇
，
禮
請
足
下
上
山
，
同
聚
大
義
。
因
見
足
下
推
阻
不
從
，
故

意
敎
李
逵
殺
害
了
小
衙
內
，
先
絕
了
足
下
歸
路
，
只
得
上
山
坐
把
交
椅
。
吳

先
生
、雷
兄
，如
何
不
出
來
陪
話
？
」
只
見
吳
用
、雷
橫
從
側
首
閤
子
裏
出
來
，

望
着
朱
仝
便
拜
，
說
道
‥「
兄
長
，
望
乞
恕
罪
！
皆
是
宋
公
明
哥
哥
將
令
分

付
如
此
，
若
到
山
寨
，
自
有
分
曉
。」
朱
仝
道
‥「
是
則
是
你
們
弟
兄
好
情
意
，

只
是
忒
毒毒
些
箇
！
」
柴
進
一
力
相
勸
。
朱
仝
道
‥「
我
去
則
去
，
只
敎
我
見

黑
旋
風
面
罷
。」
柴
進
道
‥「
李
大
哥
，
你
快
出
來
陪
話
。」
李
逵
也
從
側
首

出
來
，唱
箇
大
喏
。
朱
仝
見
了
，心
頭
一
把
無
明
業
火
高
三
千
丈
，按
納
不
下
，

起
身
搶
近
前
來
，
要
和
李
逵
性
命
相
搏
。 

 

　

  （
第
五
十
一
回
）

右
に
お
い
て
、
柴
進
が
宋
江
の
密
書
に
始
ま
る
経
緯
を
明
か
し
、
呉
用
・
雷
横

が
謝
罪
し
た
の
に
対
し
、
朱
仝
は
「
忒
毒
些
箇
！
」
と
抗
議
す
る
も
の
の
、「
是
你

們
弟
兄
好
情
意
」
と
し
て
半
ば
受
け
容
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
後
に
朱

仝
が
怒
り
の
矛
先
を
向
け
る
の
は
、
小
衙
內
殺
害
の
実
行
犯
に
し
て
ま
っ
た
く
謝

る
素
ぶ
り
な
ど
み
せ
な
い
李
逵
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
一
連
の
作
戦
を
指
令
し
た

の
が
宋
江
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
密
書
の
内
容
は
「
禮
請
足
下
上
山
，
同

聚
大
義
」
ま
で
で
あ
っ
て
、
小
衙
內
殺
害
は
現
場
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
解
す
る

余
地
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
後
に
宋
江
が
朱
仝
に
直
接
謝
罪
し
て
、「
前
者
殺

了
小
衙
內
，
不
干
李
逵
之
事
，
却
是
軍
師
吳
學
究
因
請
兄
長
不
肯
上
山
，
一
時
定

的
計
策
」（
第
五
十
二
回
）
と
説
明
し
、さ
ら
に
、李
逵
の
行
為
は
「
軍
師
嚴
令
」（
同
）

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
、
と
発
言
し
て
い
る
の
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
作
中
で
は
、

宋
江
が
残
虐
行
為
の
全
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
逃
げ
道
が

用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
卑
劣
陰
険
な
の
だ
と
も
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
謀
略
を
得
意

と
す
る
呉
用
や
人
殺
し
を
好
む
李
逵
と
い
っ
た
物
騒
な
連
中
を
派
遣
す
る
以
上
、

残
忍
な
事
件
が
起
き
る
の
を
予
見
で
き
な
い
は
ず
が
な
い
、と
も
い
え
る
。し
か
し
、

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
『
水
滸
伝
』
が
宋
江
を
ど
の
よ
う
に

描
く
の
か
で
あ
る
。
山
賊
に
な
る
の
を
拒
む
好
漢
に
対
し
て
、
残
忍
な
計
略
を
用

い
て
退
路
を
断
ち
、
強
引
に
仲
間
入
り
さ
せ
る
話
と
し
て
は
、
他
に
秦
明
の
例
が

あ
る
が
（
第
三
十
四
回
）、
そ
こ
で
は
花
栄
が
「
敎
小
嘍
囉
飽
吃
了
酒
飯
，
只
依
着

我
行
。
先
須
力
敵
，
後
用
智
取
。
如
此
如
此
，
好
麼
？
」
と
一
連
の
策
を
立
て
、

宋
江
は
そ
れ
に
賛
同
し
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
三
日
前
に
は
「
小
弟
只
是
一

勇
之
夫
，
却
無
兄
長
的
高
明
遠
見
」（
第
三
十
三
回
）
な
ど
と
宋
江
に
語
っ
て
い
た

花
栄
が
、
俄
に
知
略
を
め
ぐ
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
、『
水
滸
伝
』

は
宋
江
に
極
力
き
ず
を
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
、
宋
江
に
つ
い
て
は
、
梁
山
泊
の
首
領
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
と
み
た
り
、
馬
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琴
の
よ
う
に
作
中
に
お
け
る
性
質
の
変
遷
を
考
え
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
お
お

む
ね
一
貫
し
て
善
良
な
人
物
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

さ
ら
に
い
え
ば
、宋
江
は
「
い
た
っ
て
常
識
的
な
現
実
主
義
者）
15
（

」
な
ど
で
は
な
く
、

む
し
ろ
眼
前
の
現
実
を
無
視
し
て
「
忠
義
」
を
唱
え
る
理
想
主
義
者
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
は
、
た
と
え
ば
次
の
場
面
に
顕
著
で
あ
る
。

宋
江
大
喜･･････
。
宋
江
與
衆
人
道
‥「
我
每
受
了
招
安
，
得
爲
國
家
臣
子
，

不
枉
吃
了
許
多
時
磨
難
，
今
日
方
成
正
果
。」
吳
用
說
道
‥「
論
吳
某
的
意
，

這
番
必
然
招
安
不
成
。
縱
使
招
安
，
也
看
得
俺
們
如
草
芥
。
等
這
廝
引
將
大

軍
來
到
，
敎
他
着
些
毒毒
手
，
殺
得
他
人
亡
馬
倒
，
夢
裏
也
怕
，
那
時
方
受
招
安
，

纔
有
些
氣
度
。」
宋
江
道
‥「
你
們
若
如
此
說
時
，
須
壞
了
『
忠
義
』
二
字
。」

林
沖
道
‥「
朝
廷
中
貴
官
來
時
，
有
多
少
裝
么
。
中
間
未
必
是
好
事
。」
關
勝

便
道
‥「
詔
書
上
必
然
寫
着
些
諕
嚇
的
言
語
來
驚
我
們
。」
徐
寧
又
道
‥「
來

的
人
必
然
是
高
太
尉
門
下
。」
宋
江
道
‥「
你
們
都
休
要
疑
心
，
且
只
顧
安
排

接
詔
。」 

 
 

 
 

　
  （

第
七
十
五
回
）

一
度
目
の
招
安
の
使
者
と
し
て
陳
宗
善
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
宋
江
は

手
放
し
で
喜
ぶ
が
、
呉
用
ら
は
朝
廷
側
の
姿
勢
が
受
け
容
れ
が
た
い
も
の
で
あ
ろ

う
と
予
見
す
る
。
結
果
は
こ
と
ご
と
く
宋
江
以
外
の
者
た
ち
の
言
う
と
お
り
に
な

る
の
だ
か
ら
、
彼
ら
の
方
が
常
識
的
な
の
で
あ
っ
て
、
宋
江
の
み
が
「
忠
義
」
と

い
う
理
想
を
ひ
た
す
ら
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
想
主

義
者
こ
そ
が
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。『
三
国
志
演
義
』

の
劉
備
や
『
西
遊
記
』
の
三
蔵
法
師
に
も
、同
様
に
理
想
主
義
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

劉
備
の
よ
う
に
血
統
と
い
う
カ
リ
ス
マ
性
を
も
つ
わ
け
で
も
、
三
蔵
法
師
の
よ
う

に
取
経
僧
と
い
う
無
二
の
存
在
で
も
な
い
分
、
宋
江
に
は
好
漢
た
ち
を
平
伏
さ
せ

る
だ
け
の
比
類
な
き
道
徳
性
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

三

宋
江
を
中
心
人
物
と
し
て
、『
水
滸
伝
』
は
何
を
語
る
の
か
。
再
び
馬
琴
の
『
半

間
窓
談
』
を
引
い
て
み
よ
う）
16
（

。
な
お
、
引
用
文
中
の
「
前
傳
」
は
、『
水
滸
後
伝
』

に
対
し
て
『
水
滸
伝
』
を
い
う
。

･･････

宋
江
等
、
前
傳
に
、
死
す
る
も
の
四
十
許
人
、
竟
に
後
榮
あ
る
こ
と

な
く
、
み
な
奸
臣
に
陷
れ
ら
れ
て
、
果
敢
な
く
枉
死
し
た
り
し
は
、
中
こ
ろ

魔
行
の
惡
報
に
て
、
亦
是
勸
善
懲
惡
の
、
作
者
の
用
意
こ
ゝ
に
あ
り
、
宋
江

等
百
八
人
、
忠
義
を
盡
し
て
賞
を
得
ず
、
過
半
王
事
に
死
し
た
れ
ば
こ
そ
、

舊
惡
竟
に
消
滅
し
て
、忠
信
義
烈
虛
名
に
な
ら
ず
、世
々
看
官
に
惜
し
ま
る
ゝ

が
、
前
傳
作
者
の
本
意
也
、 

 
 

 
  （

評
六
）

先
に
み
た
「
初
善
中
惡
後
忠
」
に
も
と
づ
い
て
、
馬
琴
は
『
水
滸
伝
』
の
結
末

に
関
し
て
右
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
疑
問
の
あ
る
部
分
は
小
さ
く
な
い
が
、

や
は
り
『
水
滸
伝
』
全
体
を
捉
え
た
見
解
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、「
死
す
る
も
の
四
十
許
人
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
を
指
す
の
か
、

判
然
と
し
な
い
。「
奸
臣
に
陷
れ
ら
れ
て
、
果
敢
な
く
枉
死
し
た
り
し
」
者
に
該
当

す
る
の
は
宋
江
・
盧
俊
義
の
み
で
、
宋
江
に
道
連
れ
に
さ
れ
た
李
逵
や
自
ら
殉
じ

た
呉
用
・
花
栄
を
加
え
て
も
五
名
に
し
か
な
ら
な
い
。
一
方
、
方
臘
討
伐
の
間
の

死
者
を
数
え
る
と
す
れ
ば
、
戦
死
者
だ
け
で
も
五
十
九
名
に
の
ぼ
る
か
ら
、
こ
こ

に
は
何
ら
か
の
誤
り
が
あ
る
ら
し
い
。

次
に
、「
勸
善
懲
惡
の
、
作
者
の
用
意
」
を
み
て
い
る
の
は
、
馬
琴
の
小
説
観
を

『
水
滸
伝
』
に
あ
て
は
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
強
盗
集
団
の
活
躍
を
中

心
と
す
る
物
語
に
「
勸
善
」
の
意
図
を
見
出
す
の
は
も
と
よ
り
困
難
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
か
、宋
江
ら
の
横
死
を
「
惡
報
」
と
み
た
点
ま
で
が
閑
却
さ
れ
て
し
ま
っ
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七
九

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
森
槐
南
は
、「
水
滸
傳
が
出
來
た
趣
意
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及

し
て
い
る）
17
（

。

･･････
馬
琴
が
因
果
話
に
し
て
、宋
江
等
は
盜
賊
や
人
殺
し
を
し
た
應
報
で
、

朝
廷
の
た
め
に
力
を
出
し
て
も
、
尙
非
命
に
終
り
、
又
は
毒
殺
せ
ら
れ
る
と

い
ふ
樣
に
說
き
明
し
た
の
も
、
隨
分
可
笑
な
こ
と
を
く
つ
ゝ
け
た
も
の
だ
と

思
ひ
ま
す
。
要
す
る
に
水
滸
傳
は
、
設
し
此
の
如
き
一
團
體
あ
つ
て
天
下
を

經
營
せ
ば
、
經
營
す
る
こ
と
が
出
來
や
う
に
朝
廷
は
之
を
用
ゐ
ぬ
、
又
後
に

用
ゐ
て
も
、
兎
盡
き
て
狗
煮
ら
る
と
い
ふ
始
末
に
な
つ
た
、
世
の
中
は
不
平

な
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
小
說
に
書
い
た
と
す
れ
ば
、
一
番
眞
に
近
い

や
う
で
す
。

槐
南
は
馬
琴
の
説
明
を
一
笑
に
付
し
て
い
る
が
、
実
は
『
水
滸
伝
』
の
か
な
り

の
部
分
は
因
果
応
報）
18
（

で
説
明
が
つ
く
。
梁
山
泊
の
豪
傑
た
ち
は
如
何
に
有
能
な
者

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
多
く
が
強
盗
や
殺
人
と
い
っ
た
悪
事
に
手
を
染
め
て
い
る
。

善
良
な
宋
江
と
い
え
ど
も
例
外
で
は
な
く
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
閻
婆
惜
殺
害

の
罪
を
犯
し
て
い
る
。
作
中
さ
ま
ざ
ま
に
弁
護
さ
れ
て
い
る
が
、
殺
人
は
殺
人
で

あ
り
、「
舊
惡
」
に
は
ち
が
い
な
い
。
彼
ら
が
非
命
に
斃
れ
て
い
く
の
は
お
か
し
な

話
で
は
な
く
、
何
の
報
い
も
受
け
ず
に
「
天
下
を
經
營
」
す
る
話
に
な
っ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
そ
の
方
が
お
か
し
い
。

し
た
が
っ
て
、「
世
の
中
は
不
平
な
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
」
を
『
水
滸
伝
』

の
「
趣
意
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、『
水
滸
伝
』
に
「
不
平
」
が
描

か
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
「
不
平
」
と
は
、
宋
江
ら
が
終
わ
り
を
よ

く
し
な
い
こ
と
よ
り
も
、
悪
に
お
い
て
彼
ら
の
は
る
か
上
を
ゆ
く
大
臣
た
ち
が
朝

廷
に
用
い
ら
れ
た
ま
ま
団
円
を
む
か
え
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
点
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
因

果
応
報
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
次
の
詩
を
み
よ
う
。

宋
江
重
賞
陞
官
日
，
方
臘
當
刑
受
剮
時
。
善
惡
到
頭
終
有
報
，
只
爭
來
早
與

來
遲
。 

 
 

 
 

　

  （
第
九
十
九
回
）

謀
叛
人
方
臘
の
処
刑
を
う
た
っ
た
も
の
で
、
討
伐
の
功
に
よ
り
手
厚
い
恩
賞
を

得
た
宋
江
と
対
比
し
、「
善
惡
到
頭
終
有
報
」
と
表
現
し
て
い
る
。
因
果
応
報
と
い

う
考
え
か
た
が
『
水
滸
伝
』
に
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
物
の
あ
り
か
た
は
、『
水
滸
伝
』
が
少
な
く
と
も
部
分

的
に
は
因
果
応
報
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

只
有
朱
仝
在
保
定
府
管
軍
有
功
，
後
隨
劉
光
世
破
了
大
金
，
直
做
到
太
平
軍

節
度
使
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
第
一
百
回
）

朱
仝
は
梁
山
泊
第
十
二
位
の
好
漢
で
あ
る
。
右
に
「
只
有
」
と
あ
る
よ
う
に
、

方
臘
討
伐
か
ら
生
還
し
官
職
を
授
け
ら
れ
た
者
で
唯
一
、
さ
ら
な
る
昇
進
を
遂
げ

て
い
る
。
朱
仝
が
「
王
事
に
死
し
た
」
る
者
た
ち
と
異
な
る
の
は
、「
舊
惡
」
が
み

あ
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

物
語
に
初
め
て
登
場
す
る
時
点
で
は
、
済
州
鄆
城
県
の
「
巡
捕
都
頭
」
二
名
の

う
ち
、「
馬
兵
都
頭
」
と
し
て
四
十
名
の
兵
を
率
い
る
隊
長
に
す
ぎ
な
い
が
、

身
長
八
尺
四
五
，
有
一
部
虎
鬚
，
髯
長
一
尺
五
寸
，
面
如
重
棗
，
目
若
朗
星
，

似
關
雲
長
模
樣
，
滿
縣
人
都
稱
他
做
美
髯
公
，
原
是
本
處
富
戶
，
只
因
他
仗

義
疏
財
，結
識
江
湖
上
好
漢
，學
得
一
身
好
武
藝
。　
　
　
　
　

   （
第
十
三
回
）
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四
十
八
号

八
〇

と
い
う
傑
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
仗
義
疏
財
」「
結
識
江
湖
上
好
漢
」
は
、

い
ず
れ
も
宋
江
と
共
通
し
て
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
関
羽
に
擬
え
た

表
現
は
、
右
に
続
く
美
文
で
「
義
膽
忠
肝
豪
傑
，
胸
中
武
藝
精
通
，
超
羣
出
衆
果

英
雄
。･･････
雲
長
重
出
世
，
人
號
美
髯
公
」
と
発
展
し
て
い
る
。
ま
さ
に
非
の

打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
武
人
の
姿
と
い
っ
て
よ
い
。

梁
山
泊
集
団
に
加
わ
る
経
緯
も
、
朱
仝
は
他
の
者
た
ち
と
大
い
に
異
な
る
。
機

転
を
き
か
せ
て
晁
蓋
や
宋
江
の
逃
亡
を
助
け
、
自
身
が
罪
人
と
な
っ
て
も
相
役
の

雷
横
を
救
う
な
ど
、「
義
」
に
厚
い
朱
仝
は
宋
江
ら
か
ら
仲
間
入
り
を
熱
望
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
先
に
み
た
残
忍
な
計
略
で
退
路
を
断
た
れ
た
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
彼

ら
の
意
に
従
う
の
で
あ
る
。
林
冲
ら
の
よ
う
に
自
ら
の
意
思
で
梁
山
泊
に
入
っ
た

わ
け
で
も
、
関
勝
ら
の
よ
う
に
梁
山
泊
討
伐
に
失
敗
し
降
伏
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

そ
し
て
入
山
後
も
、
武
人
と
し
て
の
活
躍
は
描
か
れ
る
が
、
非
難
に
値
す
る
行
為

は
一
切
み
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
朱
仝
だ
け
が
異
例
の
大
出
世
と
い
う
結
末
を
む
か
え
る
の
は
、
因
果
応
報

の
理
に
よ
っ
て
説
明
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

四

『
水
滸
伝
』
の
物
語
に
因
果
応
報
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
宋
江
ら
が
「
過
半
王
事

に
死
し
た
れ
ば
こ
そ
、
舊
惡
竟
に
消
滅
し
て
、
忠
信
義
烈
虛
名
に
な
ら
ず
、
世
々

看
官
に
惜
し
ま
る
ゝ
」
と
馬
琴
が
述
べ
た
こ
と
は
見
直
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
前
掲
の
馬
琴
の
評
論
に
対
し
て
は
、
当
時
か
ら
次
の
よ
う
に
重
大
な
疑

義
が
呈
さ
れ
て
い
た）
19
（

。

あ
る
人
こ
の
批
評
を
見
て
、
予
に
い
ひ
け
る
や
う
、･･････

梁
山
一
百
八
人

に
の
み
、
そ
の
舊
惡
の
應
報
あ
り
て
、
那カ
ノ

奸
臣
等
に
そ
の
事
な
き
は
、
便
是

前
傳
の
、
作
者
の
脫ヌ

カ
リ落
と
い
は
ま
く
の
み
、
か
く
て
も
深
意
あ
る
や
と
問
ひ

し
に
、･･････　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
評
七
）

『
水
滸
伝
』
は
、
四
賊
と
よ
ば
れ
る
奸
臣
た
ち
が
誰
一
人
と
し
て
悪
報
を
受
け
な

い
ま
ま
団
円
と
な
る
。
こ
の
点
が
、槐
南
を
し
て「
世
の
中
は
不
平
な
も
の
で
あ
る
」

と
い
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、『
水
滸
後
伝
』
そ
の
他
の
続
編
が
制
作
さ
れ
る
動
機

に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）
20
（

。

右
の
問
い
に
対
し
、
馬
琴
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

抑
蔡
京
童
貫
高
俅
楊
戩
等
の
奸
臣
は
、
皆
是
宋
書）
21
（

に
載
ら
れ
て
、
榮
枯
賞
罰

分
明
な
る
を
、
讀
書
の
人
は
み
な
よ
く
知
れ
り
、
こ
ゝ
を
も
て
前
傳
に
、
他カ
レ

等
が
ひ
と
し
く
罪
せ
ら
れ
し
、
趣
ま
で
は
写
さ
ぬ
也
、･･････

彼
蔡
京
高
俅

も
、
竟
に
終
り
を
よ
く
せ
ざ
り
し
、･･････

そ
の
事
の
趣
は
、
宋
史
に
讓
り

て
写
さ
ぬ
が
、
迺
ス
ナ
ハ
チ
作
者
の
俗
な
ら
ざ
る
、
亦
是
一
大
趣
向
也
、
今
世
間
の

草
紙
の
如
く
、
を
さ
を
さ
婦
幼
に
見
せ
ん
と
て
、
作
ら
ざ
り
し
を
會
得
せ
ば
、

そ
こ
ら
の
疑
ひ
氷
解
す
べ
し
、 

 
 

 

　

  （
同
）

奸
臣
た
ち
が
「
竟
に
終
り
を
よ
く
せ
ざ
り
し
」
こ
と
は
、
史
書
に
記
載
さ
れ
読

書
人
に
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
『
水
滸
伝
』
は
記
さ
な
か
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。『
水

滸
伝
』
の
対
象
が
「
讀
書
の
人
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、
仮
に

奸
臣
の
末
路
が
読
者
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
作
中
に
み
え
な
い
点
は

た
し
か
に
説
明
が
つ
く
。。

し
か
し
、
四
賊
の
う
ち
、
相
応
の
悪
報
と
い
え
る
内
容
が
『
宋
史
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
者
は
、
蔡
京）
22
（

・
童
貫）
23
（

の
み
で
あ
る
。
高
俅
に
つ
い
て
は
、
開
府
儀
同
三

司
の
高
官
に
あ
っ
た
ま
ま
没
し
た
こ
と
が
み
え
る）
24
（

。
没
後
に
官
を
削
ら
れ
た
程
度

で
は
、
悪
役
の
最
期
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
楊
戩
に
い
た
っ
て
は
「
宣
和
三
年
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八
一

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

戩
死
。
贈
太
師
吳
國
公）
25
（

」
と
あ
り
、
作
中
に
あ
て
は
め
れ
ば
第
八
十
回
以
前
に
没

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
百
回
で
は
宋
江
や
盧
俊
義
を
毒
殺
す
る
計
略
の
発

案
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
史
実
で
は
終
わ
り
を
よ
く
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
馬
琴
の
説
明
に
は
無
理
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

読
者
周
知
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
『
水
滸
伝
』
の
団
円
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
馬
琴

の
案
は
、
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

前
節
に
み
た
朱
仝
の
後
日
譚
に
は
、「
在
保
定
府
管
軍
有
功
，
後
隨
劉
光
世
破
了

大
金
」と
あ
っ
た
。
ま
た
、方
臘
討
伐
後
に
御
営
兵
馬
指
揮
使
と
な
っ
た
呼
延
灼
も
、

「
後
領
大
軍
破
大
金
兀
朮
四
太
子
，
出
軍
殺
至
淮
西
陣
亡
」（
第
一
百
回
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、『
水
滸
伝
』
の
団
円
は
、
後
に
対
金
戦
が
行
な
わ

れ
る
と
い
う
事
実
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
金
の
将
「
兀
朮
四
太
子
」（
完
顔
宗
弼
）
の
名
や
、
戦
場
と
し
て
「
淮
西
」

の
地
名
が
呼
延
灼
の
後
日
譚
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
金
が
華
北
を

支
配
下
に
お
さ
め
た
頃
ま
で
の
事
実
を
含
む
構
想
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
靖
康
の
変
や
宋
の
南
遷
と
い
っ
た
、
お
そ
ら
く
『
水
滸
伝
』
成
立
当

時
の
読
者
に
も
周
知
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
大
ま
か
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
奸
臣

た
ち
の
結
末
を
説
明
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

悪
事
を
重
ね
て
き
た
高
俅
ら
四
賊
は
、
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）、
つ
い
に
宋
江

を
毒
殺
す
る
が
、
奸
臣
た
ち
は
処
罰
を
免
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
第
一
百
回
の
内
容

で
あ
る
。
そ
の
後
の
事
実
と
し
て
は
、
宋
は
失
政
を
重
ね
て
宣
和
七
年
か
ら
金
の

侵
攻
を
受
け
、
一
度
は
講
和
す
る
が
、
結
局
靖
康
二
年
（
一
一
二
七
）
に
首
都
開

封
が
陥
落
、
徽
宗
・
欽
宗
の
二
帝
が
捕
虜
と
さ
れ
る
な
ど
亡
国
の
憂
き
目
に
遭
う
。

そ
の
間
わ
ず
か
三
年
だ
が
、
詳
細
は
と
も
か
く
、
徽
宗
の
末
年
に
金
が
華
北
へ
侵

攻
し
悲
劇
的
結
末
に
い
た
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

『
水
滸
伝
』
の
作
品
世
界
に
お
い
て
、
奸
臣
た
ち
は
間
も
な
く
国
を
滅
ぼ
し
た
、
と

語
ら
れ
て
い
る
に
等
し
い
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
に
は
、
間
接
的
に
筆
誅
を
加
え

る
か
た
ち
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
宋
江
ら
梁
山
泊
集
団
は
、
作
中

す
で
に
解
体
さ
れ
て
い
る
た
め
、
亡
国
の
事
実
に
関
与
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

五

前
節
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
大
過
が
な
い
と
す
れ
ば
、『
水
滸
伝
』
は
、
宋
の
亡
国

直
前
に
一
時
の
輝
き
を
放
っ
た
好
漢
た
ち
の
物
語
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
と
と
も
に
、
作
品
世
界
の
あ
り
か
た
を

明
確
に
あ
ら
わ
す
の
が
、
次
の
一
節
で
あ
る
。

且
說
宋
朝
元
來
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
，
說
了
誓
願
，
以
致
朝
代
奸
佞
不

淸
。
至
今
徽
宗
天
子
，
至
聖
至
明
，
不
期
致
被
奸
臣
當
道
，
讒
佞
專
權
，
屈

害
忠
良
，
深
可
憫
念
。
當
此
之
時
，
却
是
蔡
京
、
童
貫
、
高
俅
、
楊
戩
四
個

賊
臣
，變
亂
天
下
，壞
國
壞
家
壞
民
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
第
一
百
回
）

歴
史
上
に
お
い
て
、
徽
宗
（
在
位
一
一
〇
〇
〜
一
一
二
五
）
は
蔡
京
・
童
貫
ら

を
信
任
し
て
失
政
を
重
ね
、
亡
国
を
ま
ね
い
た
責
め
を
免
れ
え
な
い
皇
帝
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
『
水
滸
伝
』
は
、徽
宗
が
「
至
聖
至
明
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
不

期
致
被
奸
臣
當
道
，
讒
佞
專
權
，
屈
害
忠
良
」
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
語
る
。
関
勝
が
「
主
上
昏
昧
」（
第
六
十
七
回
）
と
言
う
よ
う
な
場
面
も
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
作
中
人
物
の
共
通
認
識
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
が
、
徽
宗
を
「
至
聖

至
明
」
と
す
る
表
現
は
、
右
の
地
の
文
に
加
え
て
宋
江
や
呉
用
の
発
言
に
も
み
え

る
（
第
七
十
一
回
・
第
八
十
五
回
）。
こ
ち
ら
が
『
水
滸
伝
』
の
基
本
認
識
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
英
明
な
は
ず
の
徽
宗
が
奸
臣
の
跋
扈
を
お
さ
え
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号

八
二

と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
、
右
の
傍
線
部
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
，
說
了
誓
願
」

で
あ
る
。
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
作
中
に
お
い
て
重
要
な
意
義

を
有
す
る
は
ず
だ
が
、
日
本
語
訳
の
諸
書
を
み
る
か
ぎ
り
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
で
は
「
大タ
イ
ソ
ウ祖
武ブ

徳ト
ク

皇コ
フ

帝テ
イ

ヨ
リ
今
ニ
至
ツ
テ
朝キ
ン
リ廷
ニ
奸子
イ

侫カ
ン

ノ

臣シ
ン

多
シ）
26
（

」
と
か
な
り
省
略
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
大
祖
」
の
傍
訓
を
「
タ
イ
ソ
ウ
」

と
誤
っ
て
い
る
。
久
保
天
隨
『
新
譯
水
滸
全
傳
下
巻
』
は
「
太
宗
、
太
祖
の
帝
位

を
傳
へ
し
時
、
誓
願
を
述
べ
て
卽
位
せ
ら
れ
け
れ
ば）
27
（

」
と
適
切
に
訳
し
て
い
る
が
、

「
誓
願
」
の
内
容
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
幸
田
露
伴
『
國
譯
忠
義
水
滸
全
書
下
卷
』

に
い
た
っ
て
は
、「
太
宗
、
太
祖
の
帝
位
を
傳
ふ
る
の
時
よ
り
、
誓
願
し
て
以
て
朝

代
奸
佞
淸
ま
ざ
る
を
致
す
を
說
了
し）
28
（

」
と
明
ら
か
に
誤
読
し
て
い
る
。

現
代
の
訳
書
で
は
、「
誓
願
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
宋
室
の
文
官
尊
重
の
誓
い
を
い
う
。
太
祖
は
宰
相
の
趙
普
の
説
を

用
い
て
、
文
治
政
策
を
実
行
し
、
地
方
の
兵
権
を
抑
圧
し
た
。
太
祖
の
あ
と

を
つ
い
だ
太
宗
に
も
、
趙
普
は
文
治
政
策
を
断
行
さ
せ
、
中
央
集
権
の
実
を

あ
げ
た
が
、
半
面
、
兵
権
の
抑
圧
は
国
防
力
を
弱
め
、
外
敵
に
対
し
て
は
絶

え
ず
屈
辱
外
交
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ま
た
文
官
の
偏
重
は
派
閥
の

争
い
を
盛
ん
な
ら
し
め
て
、
い
わ
ゆ
る
奸
臣
を
跋
扈
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。

（
駒
田
信
二
氏
訳
、
初
出
一
九
七
二
年
八
月）
29
（

）

「
太
宗
が
太
祖
の
帝
位
を
伝
え
た
と
き
、誓
い
を
立
て
て
か
ら･･････

」と
は
、

宋
の
太
祖
・
太
宗
の
母
が
太
祖
に
帝
位
を
太
宗
に
譲
る
よ
う
に
い
い
、
太
祖

が
誓
い
を
立
て
た
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
無
理
か
ら
、
太
宗
の
系

統
が
北
宋
で
絶
え
、南
宋
は
高
宗
以
下
、太
祖
系
に
な
っ
た
と
い
う
。（
中
略
）

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
北
宋
が
奸
臣
に
毒
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。 

（
清
水
茂
氏
訳
、
一
九
九
一
年
一
二
月）
30
（

）

さ
て
、
宋
王
朝
は
も
と
も
と
太
宗
（
第
二
代
皇
帝
）
が
太
祖
か
ら
帝
位
を
受

け
継
い
だ
と
き
に
、〔
文
官
重
視
の
〕
誓
い
を
立
て
て
か
ら
、･･････

（
井
波
律
子
氏
訳
、
二
〇
一
八
年
一
月）
31
（

）

「
誓
願
」
の
内
容
を
、
駒
田
氏
と
清
水
氏
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
解
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
井
波
氏
は
前
者
の
説
に
よ
っ
て
訳
語
を
補
っ
て
い
る
が
、
本

稿
の
筆
者
は
い
ず
れ
も
従
い
が
た
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
ず
、
駒
田
氏
の
い
う
「
文
官
尊
重
」
は
、「
誓
願
」
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

単
な
る
政
策
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
奸
臣
跋
扈
の
遠
因
と

す
る
歴
史
的
な
説
明
は
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、『
水
滸
伝
』
が
作
中
に
お
い

て
そ
の
よ
う
な
わ
か
り
に
く
い
語
り
か
た
を
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、

文
官
の
「
太
師
」
蔡
京
は
と
も
か
く
、
高
俅
・
楊
戩
が
武
官
の
「
太
尉）
32
（

」
で
あ
り

な
が
ら
優
遇
さ
れ
る
点
を
、読
者
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
童
貫
の「
樞
密
使
」

は
、
宋
代
で
は
文
官
が
任
用
さ
れ
る
職
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
元
帥
と
な
っ
て
梁
山

泊
討
伐
に
赴
く
な
ど
、
作
中
で
は
や
は
り
武
官
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
清
水
氏
の
説
明
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
原
文
で
も
清
水
氏
の

訳
で
も
、「
誓
願
」
を
し
た
の
は
太
宗
と
読
め
る
の
だ
が
、
太
祖
が
太
宗
に
譲
る
こ

と
を
誓
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
宗
の
即
位
に
関
し
て
は
正
常
な
継
承

で
な
か
っ
た
と
す
る
疑
い
が
か
け
ら
れ
て
お
り）
33
（

、
そ
こ
に
太
宗
系
断
絶
の
原
因
を

求
め
る
と
い
う
の
は
後
世
の
史
観
に
お
い
て
あ
り
う
る
が
、
帝
室
が
正
統
性
を
欠

く
こ
と
と
「
奸
臣
に
毒
さ
れ
」
る
こ
と
と
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
作
中
の
語
り
と

し
て
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
高
宗
は
徽
宗
の
第
九
子
で
あ
る
か
ら
、
太
宗
の

系
統
は
南
宋
の
初
代
高
宗
を
も
っ
て
絶
え
、
二
代
孝
宗
以
下
を
太
祖
系
と
す
る
の

が
正
確
で
あ
る
。
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八
三

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

そ
も
そ
も
両
氏
の
説
で
は
、『
水
滸
伝
』
に
お
い
て
、
英
明
と
さ
れ
る
徽
宗
す
ら

奸
臣
の
跋
扈
を
許
し
て
し
ま
っ
た
原
因
が
こ
の
「
誓
願
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
徽
宗
の
奸
臣
に
対
す
る
態
度
は
、
た
と
え
ば

次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

天
子
大
怒
，
喝
道
‥「
汝
這
不
才
奸
佞
之
臣
，
政
不
奏
聞
寡
人
，
以
致
壞
了
國

家
大
事
。･･････
都
是
汝
等
嫉
賢
妬
能
之
臣
，
壅
蔽
不
使
下
情
上
逹
，
何
異

城
狐
社
鼠）
34
（

也
。
汝
掌
管
樞
密
，
豈
不
自
慚
。
本
欲
拿
問
，
以
謝
天
下
，
姑
且

待
後
。」
喝
退
一
壁
。
童
貫
默
默
無
言
，
退
在
一
邊
。･･････

百
官
朝
罷
，

童
樞
密
羞
顏
回
府
，
推
病
不
敢
入
朝
。
高
太
尉
聞
知
，
恐
懼
無
措
，
亦
不
敢

入
朝
。 

（
第
八
十
二
回
）

徽
宗
は
童
貫
・
高
俅
の
梁
山
泊
討
伐
失
敗
の
顚
末
を
知
り
、
朝
賀
の
場
で
詰
問

し
て
も
言
い
逃
れ
よ
う
と
す
る
童
貫
を
、
右
の
と
お
り
、
極
め
て
激
し
い
言
葉
を

用
い
て
叱
責
す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
両
名
は
「
不
敢
入
朝
」
と
い
う
か
ら
、
そ
の

間
に
梁
山
泊
集
団
の
招
安
が
果
た
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
四
個
賊

臣
設
計
，
敎
樞
密
童
貫
啓
奏
，
將
宋
江
等
衆
要
行
陷
害
」（
第
八
十
三
回
）
と
あ
る

よ
う
に
、
し
ば
ら
く
出
仕
を
控
え
た
だ
け
で
彼
ら
は
復
帰
し
、
再
び
奸
計
を
め
ぐ

ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
徽
宗
は
、
童
貫
ら
を
「
大
罵
」
す
る
が
、
結

局
は
「
姑
恕
情
罪
，免
其
追
問
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、

奸
臣
た
ち
に
何
か
弱
み
で
も
に
ぎ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
し
ま

い
そ
う
な
為
体
で
あ
る
。

『
水
滸
伝
』
の
徽
宗
は
、
な
ぜ
奸
臣
を
処
断
で
き
な
い
の
か
。
本
稿
の
筆
者
は
、

太
宗
の
「
誓
願
」
の
な
か
に
答
え
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

六
藝
祖
受
命
之
三
年
，
密
鐫
一
碑
，
立
于
太
廟
寢
殿
之
夾
室
，
謂
之
誓
碑
。
用

銷
金
黃
幔
蔽
之
，門
鑰
封
閉
甚
嚴
。
因
勑
有
司
，自
後
時
享
、及
新
天
子
卽
位
，

謁
廟
禮
畢
，
奏
請
恭
讀
誓
詞
。
是
年
秋
享
，
禮
官
奏
請
如
勑
。
上
詣
室
前
，

再
拜
陞
階
。獨
小
黃
門
不
識
字
者
一
人
從
，餘
皆
遠
立
庭
中
。黃
門
驗
封
啓
鑰
，

先
入
焚
香
明
燭
，
揭
幔
，
亟
走
出
階
下
，
不
敢
仰
視
。
上
至
碑
前
再
拜
，
跪

瞻
默
誦
訖
，
復
再
拜
而
出
，
羣
臣
及
近
侍
，
皆
不
知
所
誓
何
事
。
自
後
列
聖

相
承
，
皆
踵
故
事
，
歲
時
伏
謁
，
恭
讀
如
儀
，
不
敢
泄
漏
。･･････

靖
康
之

變
，
犬
戎
入
廟
，
悉
取
禮
樂
祭
祀
諸
法
物
而
去
。
門
皆
洞
開
，
人
得
縱
觀
。

碑
止
高
七
八
尺
，闊
四
尺
餘
，誓
詞
三
行
。
一
云
柴
氏
子
孫
有
罪
，不
得
加
刑
。

縱
犯
謀
逆
，
止
於
獄
中
賜
盡
，
不
得
市
曹
刑
戮
，
亦
不
得
連
坐
支
屬
。
一
云

不
得
殺
士
大
夫
及
上
書
言
事
人
。
一
云
子
孫
有
渝
此
誓
者
，
天
必
殛
之
。

（『
避
暑
漫
抄）
35
（

』
所
引
「
秘
史
」）

右
に
引
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
太
祖
誓
碑
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
太
祖
が
秘
か
に
誓
詞
を
刻
し
た
碑
を
宮
中
奥
深
く
に
立
て
、
歴
代
皇
帝
は

誓
い
を
継
承
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
余
人
に
は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

靖
康
の
変
で
皇
宮
が
金
軍
に
蹂
躙
さ
れ
た
後
、
人
々
が
初
め
て
目
に
し
た
と
さ
れ

る
誓
詞
の
主
な
内
容
は
、
柴
氏
の
子
孫
に
罪
が
あ
っ
て
も
刑
を
加
え
な
い
こ
と
、

朝
廷
に
仕
え
る
者
や
意
見
書
を
献
じ
る
者
を
殺
さ
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
も『
水
滸
伝
』の
柴
進
と
の
関
係
を
考
え
る
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
が
、

こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
の
み
と
り
あ
げ
る
。

「
秘
史
」
お
よ
び
『
避
暑
漫
抄
』
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
く
、
誓

碑
の
実
在
性
に
関
し
て
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る）
36
（

。
し
か
し
、
本
稿
に

と
っ
て
重
要
な
の
は
史
実
で
は
な
く
、『
水
滸
伝
』
百
回
本
の
成
立
当
時
に
お
け
る
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号

八
四

人
々
の
認
識
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
宋
史
』
曹
勛
伝
に
、「
藝
祖
有
誓
約
藏
之
太
廟
，

不
殺
大
臣
及
言
事
官
，
違
者
不
祥）
37
（

」
と
い
う
徽
宗
の
発
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前

掲
の
「
誓
詞
」
と
文
言
は
異
な
る
も
の
の
、
大
臣
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る

内
容
な
ど
は
重
な
っ
て
い
る
。
元
代
成
立
の
正
史
が
、「
不
殺
大
臣
」
の
内
容
を
含

む
太
祖
誓
碑
に
言
及
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

ま
た
劉
浦
江
氏）
38
（

は
、
遅
く
と
も
北
宋
の
中
葉
に
は
、「
不
殺
士
大
夫
」・「
不
誅
大

臣
」が「
祖
宗
之
法
」と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

実
在
し
た
と
し
て
も
秘
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
太
祖
誓
碑
の
内
容
が
、
部
分
的
に
は

「
祖
宗
之
法
」
と
い
う
認
識
で
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
皇
帝
が
大
臣
を
誅
殺

し
な
い
と
い
う
の
は
、
他
の
王
朝
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
始
め
た
皇

帝
を
太
祖
・
太
宗
の
い
ず
れ
か
に
特
定
し
な
い
の
が
「
祖
宗）
39
（

」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

こ
こ
で
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
太
祖
誓
碑
と
「
祖
宗
之
法
」
と
が
、「
不
殺
大
臣
」

と
い
う
共
通
の
内
容
を
も
つ
こ
と
か
ら
結
び
つ
き
、「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
，

說
了
誓
願
」
と
い
う
表
現
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
臣
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い

と
す
る
「
誓
願
」
以
来
、
歴
代
皇
帝
は
奸
臣
を
処
刑
で
き
ず
「
奸
佞
不
淸
」
と
い

う
事
態
を
ま
ね
い
た
。
英
明
と
さ
れ
る
徽
宗
も
例
外
で
は
な
く
、
奸
臣
た
ち
は
生

き
延
び
て
悪
事
を
重
ね
、
物
語
の
団
円
の
後
に
は
国
を
滅
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
こ
そ
、『
水
滸
伝
』
百
回
本
の
物
語
を
完
結
し
た
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
右
に
よ
れ
ば
、『
水
滸
伝
』
は
「
誓
願
」
に
つ
い
て
否
定
的
に
語
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
南
宋
孝
宗
の
時
に
は
、
実
際
に
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る

者
が
あ
っ
た
。

國
朝
以
來
，
過
於
忠
厚
，
宰
相
而
誤
國
，
大
將
而
敗
軍
，
未
嘗
誅
戮
。
要
在

人
君
必
審
擇
相
，
相
必
當
為
官
擇
人
，
懋
賞
立
乎
前
，
誅
戮
設
乎
後
，
人
才才

不
出
，
吾
不
信
也
。 

（『
宋
史
』
史
浩
伝）
40
（

）

「
祖
宗
之
法
」
で
は
臣
下
へ
の
思
い
や
り
に
厚
す
ぎ
る
と
し
て
、
誅
殺
も
回
避
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
。「
不
殺
大
臣
」
に
関
す
る
こ
う
し
た
意
見
は
早
く
か
ら
み
ら

れ
た
わ
け
で
、「
誓
願
」
を
亡
国
に
連
な
る
文
脈
で
用
い
る
こ
と
自
体
は
お
か
し
く

な
い
。
残
る
問
題
は
、「
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
」
と
「
誓
願
」
の
主
体
が
太
宗
に

な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
誓
碑
に
関
す
る
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
最
初
に
「
誓
願
」

を
行
な
っ
た
の
は
太
祖
と
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
水
滸
伝
』
は
引
首
に
お
い
て
、
太
祖
を
「
自
古
帝
王
，
都
不
及
這

朝
天
子
」
と
い
う
ほ
ど
の
至
高
の
存
在
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
否
定
的

に
語
ら
れ
る
「
誓
願
」
の
主
体
を
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
正
統
性
が
疑
問
視
さ
れ

る
む
き
の
あ
っ
た
太
宗
へ
変
更
し
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、「
祖
宗
之
法
」

の
「
祖
宗
」
と
い
う
曖
昧
な
認
識
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
太
祖
か
ら
太
宗
へ
の
変

更
を
促
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
水
滸
伝
』
は
「
柴
世
宗
讓
位
與
趙
檢
點
登
基
」（
引
首
）

の
よ
う
に
事
実
関
係
に
と
ら
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。実
際
は
、後
周
の
世
宗（
柴

栄
）
が
没
し
た
後
、幼
年
で
即
位
し
た
恭
帝
（
柴
宗
訓
）
か
ら
宋
の
太
祖
（
趙
匡
胤
）

へ
の
禅
譲
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
誓
願
」
の
主
体
を
変
更
す
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
特

に
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

注
（
１
）
高
島
俊
男
氏
『
水
滸
伝
の
世
界
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
。

ち
く
ま
文
庫
版
〈
二
〇
〇
一
年
一
二
月
〉
に
よ
る
）
な
ど
。

（
２
）
前
掲
注
（
１
）
書
、
十
一
「
誰
が
水
滸
伝
を
書
い
た
の
か
」。

（
３
）
鵜
月
洋
氏
の
翻
刻
・
校
訂
（『
国
文
学
研
究
』
六
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
）

に
よ
る
。

（
４
）『
水
滸
伝
』
本
文
の
引
用
は
『
容
與
堂
本
水
滸
傳
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、 

一
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八
五

『
水
滸
伝
』
百
回
本
第
一
百
回
「
自
太
宗
傳
太
祖
帝
位
之
時
說
了
誓
願
」
の
解
釈
（
中
野
謙
一
）

九
八
八
年
一
一
月
）
に
よ
る
。

（
５
）
馬
琴
の
「
水
滸
三
等
観
」
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
神
田
正
行
氏
「『
水
滸
伝
』

の
諸
本
と
馬
琴
」（『
馬
琴
と
書
物
―
伝
奇
世
界
の
底
流
―
』〈
八
木
書
店
、二

〇
一
一
年
八
月
〉
第
二
部
第
二
章
、
初
出
二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
。

（
６
）
前
掲
注
（
１
）
書
、
二
「
総
大
将
宋
江
」。

（
７
）『
梁
山
泊
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
二
年
一
月
）
第
五
章
「
小
役
人
宋
江
か
ら

大
豪
傑
宋
江
へ
」。

（
８
）
井
波
律
子
氏
訳
『
水
滸
伝
』
㈠
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
七
年
九
月
）

ま
え
が
き
。

（
９
）
前
掲
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
10
）
小
松
謙
氏
『
詳
注
全
訳
水
滸
伝
』
第
三
巻
（
汲
古
書
院
、二
〇
二
二
年
七
月
）

に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、
小
松
氏
が
同
書
解
説
に
「『
水
滸
伝
』
を
素
直
に

読
む
限
り
、
宋
江
の
印
象
は
そ
れ
ほ
ど
悪
い
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
の
は
ま
っ
た
く
同
感
だ
が
、「
筆
者
は
宋
江
が
首
領
と
な
る
理
由
は
『
水

滸
伝
』
の
中
に
十
二
分
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
巻
の
解
説
に
譲
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
、
続
刊
を
俟

ち
た
い
。

（
11
）
前
掲
注
（
10
）
書
。

（
12
）
小
松
氏
は
後
漢
・
三
国
期
の
尺
度
（
一
尺
は
二
三
〜
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

を
用
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（『
詳
注
全
訳
水
滸
伝
』
第
一
巻
〈
汲
古

書
院
、
二
〇
二
一
年
八
月
〉
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）。
ち
な
み
に
、『
水
滸
伝
』

の
登
場
人
物
で
は
郁
保
四
ら
が「
身
長
一
丈
」（
第
六
十
八
回
）で
最
も
高
い
。

（
13
）
前
掲
注
（
６
）
に
同
じ
。
以
下
同
じ
。

（
14
）『
水
滸
伝
―
虚
構
の
な
か
の
真
実
―
』（
中
公
文
庫
、
一
九
九
三
年
一
二
月
。

初
出
一
九
七
二
年
八
月
）、
以
下
同
じ
。
な
お
、
そ
う
し
た
「
あ
ば
れ
者
」

の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
の
が
張
横
で
あ
る
（
第
三
十
七
回
）。

（
15
）
前
掲
注
（
８
）
に
同
じ
。

（
16
）
前
掲
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
17
）『
め
さ
ま
し
草
』
巻
之
二
十
（
め
さ
ま
し
社
、一
八
九
七
年
八
月
。
複
製
版
〈
臨

川
書
店
、
一
九
六
八
年
六
月
〉
に
よ
る
）。
和
漢
の
古
典
に
つ
い
て
の
合
評

を
連
載
し
た
「
標
新
領
異
録
」
で
『
水
滸
伝
』
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、
そ
の

な
か
で
三
木
竹
二
が
槐
南
の
談
話
と
し
て
述
べ
た
部
分
。

（
18
）
本
稿
で
は
物
語
内
で
の
完
結
性
を
問
題
に
し
て
お
り
、
輪
廻
を
伴
な
う
仏
教

的
な
観
念
を
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
念
の
た
め
断
っ
て
お
く
。

（
19
）
前
掲
注
（
３
）
に
同
じ
。

（
20
）『
水
滸
後
伝
』
に
つ
い
て
、馬
琴
は
「
那カ

ノ

奸
臣
等
が
謫
罰
の
趣
を
よ
く
写
し
て
、

人
意
を
快
く
せ
し
」
も
の
と
述
べ
て
い
る
（『
半
間
窓
談
』
評
七
）。

（
21
）「
宋
書
」
と
あ
る
の
は
、
下
文
の
「
宋
史
」
の
誤
り
で
は
な
く
、
広
く
宋
代

の
こ
と
を
記
し
た
書
物
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
22
）
列
伝
第
二
百
三
十
一
・
姦
臣
二
。

（
23
）
列
伝
第
二
百
二
十
七
・
宦
者
三
。

（
24
）『
宋
史
』
に
高
俅
の
伝
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、
欽
宗
本
紀
靖
康
元
年
五

月
己
卯
条
に
「
開
府
儀
同
三
司
高
俅
卒
」、
同
辛
巳
条
に
「
追
削
高
俅
官
」

と
あ
る
。
な
お
、
引
用
は
省
い
た
が
、
馬
琴
の
評
に
「
高
俅
は
徽
宗
北
迁
の

と
き
、
沙
漠
へ
赴
き
た
る
よ
し
、
宋
元
通
鑑
に
見
え
た
り
」
と
の
注
記
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
宋
史
』
の
時
系
列
に
整
合
せ
ず
、『
宋
元
通
鑑
』

に
も
記
事
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
25
） 前
掲
注
（
23
）
に
同
じ
。

（
26
）
巻
之
四
十
七
、
一
七
九
〇
年
刊
。
訳
者
は
不
明
だ
が
、
曲
亭
馬
琴
は
「
七
十

回
以
下
は
安
永
中
俳
諧
師
可
因
か
訳
せ
し
と
い
ふ
可
因
は
俳
諧
師
な
か
ら
稗

史
学
を
好
み
て
水
滸
伝
も
三
四
本
蔵
弆
せ
し
を
見
た
り
と
亡
兄
い
へ
り
」
と

い
う
（『
水
滸
伝
考
』
補
遺
、
佐
藤
悟
氏
の
翻
刻
〈『
実
践
国
文
学
』
五
二
、
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
八
号

八
六

一
九
九
七
年
一
〇
月
〉
に
よ
る
）。

（
27
）『
新
譯
漢
文
叢
書
』
第
十
編
（
至
誠
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
二
月
）。

（
28
）『
國
譯
漢
文
大
成
』
文
學
部
第
二
十
卷
（
國
民
文
庫
刊
行
會
、
一
九
二
四
年
一

〇
月
）。

（
29
）『
水
滸
伝
』
８
（
ち
く
ま
文
庫
、二
〇
〇
六
年
二
月
）
四
二
八
頁
注
一
に
よ
る
。

（
30
）『
水
滸
伝
』
第
十
三
冊
（
岩
波
文
庫
）
あ
と
が
き
三
七
五
〜
三
七
六
頁
。

（
31
）『
水
滸
伝
』
㈤
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
六
一
一
頁
。

（
32
）
小
松
氏
は
前
掲
注
（
12
）
書
で
「『
水
滸
傳
』
に
お
け
る
太
尉
は
高
位
の
武

官
が
帯
び
る
肩
書
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
33
）
竺
沙
雅
章
氏
『
独
裁
君
主
の
登
場　

宋
の
太
祖
と
太
宗
』（
清
水
書
院
、
二
〇
一

七
年
八
月
）。

（
34
）「
城
狐
社
鼠
」
を
清
水
氏
は
「
獅
子
身
中
の
虫
」
と
訳
し
て
い
る
（『
水
滸
伝
』

第
十
一
冊
〈
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
年
六
月
〉）。

（
35
）『
叢
書
集
成
』
初
編
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）。

（
36
）
劉
浦
江
氏
「
祖
宗
之
法
：
再
論
宋
太
祖
誓
約
及
誓
碑
」（『
文
史
』
二
〇
一
〇

年
第
三
輯
、
同
年
八
月
）
参
照
。
以
下
、
同
論
文
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
な
お
管
見
の
か
ぎ
り
、
前
掲
注
（
33
）
書
ほ
か
、
近

年
の
日
本
に
お
け
る
宋
代
史
の
概
説
書
等
で
は
誓
碑
に
ふ
れ
た
も
の
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
陳
舜
臣
氏
『
中
国
の
歴
史　

第
八
巻　

宋
と
そ
の

周
辺
』（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
二
月
）
は
、
活
発
な
言
論
を
促
し
た
も
の

と
し
て
「
石
刻
遺
訓
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
37
）
列
伝
第
一
百
三
十
八
。

（
38
）
前
掲
注
（
36
）
論
文
。

（
39
）
た
と
え
ば
、前
掲
注
（
36
）
論
文
は
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
百
四
十
五
・

慶
暦
三
年
十
一
月
壬
午
条
に
「
祖
宗
以
来
，
未
嘗
輕
殺
臣
下
，
此
盛
德
之
事
，

奈
何
欲
輕
壞
之
」
と
い
う
記
事
を
あ
げ
て
い
る
。

（
40
）
列
伝
第
一
百
五
十
五
。




